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孤立した知の蔵（サイロ）を繋ぐ方法 
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文化の深い記憶を呼び戻す連想技術	

・博物館・美術館・図書館・古書街に蓄えられた情報を
相互に関連付けながら横断的に探索できる 
–  文章や例示による検索（連想検索） 
–  正解例を選んで再検索（関連性フィードバック） 

⇒情報空間に奥行きと安心感を与える学習環境	

 

	

Internet 

複数の情報源を 
連想的・動的に結合	

主体的な情
報収集と発見	 特色のある情報源を連想技術で発信	



“検索から連想へ” 
・リンク情報の高速処理によるキーワード検索 (リンク・クランチング) 
  　→ 連想検索はコンテキスト計算（コンテキスト・クランチング） 

　　“情報のクォリティをひらめきに変える!” 

・“水芸” から “蒸気機関”へ 
　　ある場所に蓄えた情報を、内容を変えずに他の場所へ届ける 
　　→ 蓄えられた情報を使って、他の情報を変換する　　 

　　“コンテンツを変換する蒸気機関!” 

・人と情報空間の創造的相互作用 
–  人：脳における記憶の連想的探索 
–  情報空間：関連情報の探索・分析・提示 

“情報空間は「第二の脳」となりうるか!” 



全文書	 全単語	 

文書空間と単語空間の双対性	

文書Ａ	 

単語Ｗ	 

文書Ｂ	 

関連性	 

Ａに含まれる	 
単語群	 

キーワード検索	 

Ｗを含む文書群	 

Ｂに含まれる	 
単語群	 

確率的尺度	 



全文書	 全単語	 

双対計量による連想計算の例	

関連文書群	 

連想検索	 

指定文書群	 

文書群を特徴
づける単語群	 

特徴語グラフ	 



Webcat Plus 
＜連想×書棚で広がる本の世界＞	

各種情報源より情報収集	

Internet 

大学図書館総合目録DB 

国立国会図書館DB 

本・作品・人物	
を軸に整理統合	

Web上に確かな知の基点
を提供する情報サービス	





文化遺産オンライン（参加博物館・美術館：100館、収録文化財：約10万件）	

http://bunka.nii.ac.jp/	

電子企画展システム 遊歩館	



X X 

X 

茶釜、志野茶碗
から連想検索	

安土・桃山で検索	

Webcat Plusへ	
連想検索	

最も近い５作品	



全文書	 全単語	 

異なる情報源をつなぐ連想検索	

関連文書群	 

指定文書群	 

文書群を特徴
づける単語群	 

特徴語グラフ	 



離れた蔵を動的に関連づける	

複数の情報源
を連想的に結合	

DB群を仮想DB化	

Internet 

ユーザ主導
のナビゲーシ

ョン	

文化財	

文化遺産	
オンライン	

7000件の文化財情報	

本・雑誌	

WebcatPlus 

日英１千万冊の目録	

汎用連想計算エンジン（ GETA ）：	
 1000万件規模の情報の類似性を量る連想計算	



文化の深い記憶を呼び戻す連想情報技術	

・博物館・美術館・図書館・古書街に蓄えられた情報を
相互に関連付けながら横断的に探索できる 
–  文章や例示による検索（連想検索） 
–  正解例を選んで再検索（関連性フィードバック） 

⇒情報空間に奥行きと安心感を与える学習環境	

 

	

Internet 

複数の情報源を 
連想的・動的に結合	

主体的な情
報収集と発見	 特色のある情報源を連想技術で発信	



Cultural 
Heritage 
Online	

Webcat Plus 
Book Search	

Thematic 
Bookshelf	

10000 
Sightseen 
Palaces	

Japanese 
Wikipedia	

http://imagine.bookmap.info



文化遺産オンラインから連想を拡げる 



選択した項目から関連性フィードバック 



「連想の場」としてのIMAGINE	

・情報に文脈（コンテキスト）を与える場	

– 発信元の異なる情報源を動的に関連づける	

　出版物、新聞、写真、美術館・博物館、Web、… 

– 不確かな情報を高信頼な情報に関連づける	

　報道情報の裏を取る、自分に理解できる情報源	

⇒情報空間に奥行きと安心感を与える	

・情報に自分だけの文脈を発見する場	

– 人の記憶は言葉のネットワーク（文脈）	

– 記憶が紡ぎだす言葉の文脈は常に個性的	

⇒「連想」は指紋のようなもの	



未来の読書環境 は「連想の場」を提供	

・情報に文脈（コンテキスト）を与える場	

– 発信元の異なる情報源を動的に関連づける	

　出版物、新聞、写真、美術館・博物館、Web、… 

– 不確かな情報を高信頼な情報に関連づける	

　報道情報の裏を取る、自分に理解できる情報源	

⇒情報空間に奥行きと安心感を与える	

・情報に自分だけの文脈を発見する場	

– 人の記憶は言葉のネットワーク（文脈）	

– 記憶が紡ぎだす言葉の文脈は常に個性的	

⇒「連想」は指紋のようなもの	



PONGEE weaves associated knowledge	







Japanese 
Wikipedia 	

English 
Wikipedia 	

Cultural 
Heritage 
Online	





Machine Generated Index (All)	



Machine Generated Index (Person)	

Facet for 
Person 	



http://rensou-center.cs.nii.ac.jp/	


